





































は6.0mとする (図1)O柱は角形鋼管､梁をH形鋼 (降伏応力度o y-323.4N/mm2) とする.座屈拘束
ブレー スは､ダンパー部とガセット部からなり (以下､単にダンパー､ガセットと記す)､解析モデル












































































決定することができるoAの値から､芯材の幅 bc,､厚さ Lpが決まるOここでbcp及び tc｡の値はガセ
ット部の寸法及び芯材幅厚比の値に留意して決定するO芯材の降伏荷重 PyはFXAとなるO
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図2 設計手順
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